
 

 

 

 

 

 

 

「千寿青葉中担当青尐年委員として」 

千寿青葉中学校開かれた学校づくり協議会 

副会長 北島一弘 

 

 千住神社の初詣で孫の厄除け祈願をしてから、千寿青葉中の厄除け祈願もしました。帰り道にふと空を見上げると

今にも白いものが降ってきそうでした。境内の大きな木を見ると「西の森」という言葉が頭に浮かびましたが、これ

は千住神社のことです。千住神社は延長 4 年(926 年)に伏見稲荷より分霊して創建したと聞いています。足立区で一

番古いこの神社は「郷社」として、地域に大事にされています。 

 「西の森」と言えば 15 年前を思い出します。千住の地域は小学校・中学校の統廃合で揺れていました。統合する

側とされる側では想いが違うのは当たり前のことです。私は青尐年委員でしたので「千住西地区統合協議会」の幹事

長を引き受けて、統合する学校間の事務局として学校間の調整や協議会の開催準備などを教育委員会の担当の方と一

緒に段取りながら奔走していました。 

 千寿青葉中は、第三中と第十五中の統合校として事務作業を進めていました。第三中の側としては卒業式、閉校式

などの準備。第十五中としては、卒業式、閉校式とともに新しい校名や校歌、制服、校章の決定などを協議会の開催

に合わせて段取りしていきました。最初に校名が決まらないと他の工程が進まないとのことで、校名を決めることが

最優先事項となりました。 

 第三中と第十五中の生徒に「校名募集」の告知をし、一人一つの校名を考えてもらいました。また、協議会の委員

の方にも校名を考えてもらいました。ルールは頭に「千寿」を付けることです。生徒の選んだ校名で多かったのは「

千寿青葉中」、「千寿光中」、「千寿十八中」、「千寿荒川中」、「千寿若葉中」などでした。協議会の委員からは「千寿西

の森中」も候補に入れて欲しいと申し入れがありました。 

 投票の結果、「千寿青葉中」、「千寿西の森中」、「千寿光中」の順に得票が分かれましたが、上位 3 校の決選投票で

「千寿青葉中」が適当であるということで校名が決まりました。その後、校章のデザイン募集作業、制服の選定作業、

校歌の作成作業と千寿青葉中の骨格から肉付け作業に進んでいきました。 

 新しい学校を作り上げる経験をさせていただいたことは一生の宝だと思っています。これからも千住西地区の各校

が良い方向に進んでいくことを切に望みます。特に千寿青葉中は千住神社の懐の中にあります。決して急ぎませんが、

順調に育ってほしいと思います。改築も決まりました。地域の皆さんの熱い思いを是非本校にお願いいたします。 

 

 

 「今年度の活動を終えて」 

                                 千 寿 青 葉 中 学 校 

校長 鈴木 幸雄 

 

まず、委員の皆様に深く感謝いたします。「開かれた学校づくり協議会」は、今年度もいろいろな活動を展開してい

ただきました。桜木公園での「花育の会」では多くのボランティア生徒が参加し、土起こしや苗付けなどの活動をし

ました。年３回の「親子スポーツ大会」では、大人も混じって生徒がビーチボールバレーを楽しみました。家庭教育

部の活動では「朝のおはよう声かけ運動」や｢朝礼講話｣を５回実施。１０月の講演会では柳沢校長先生の貴重な子育

て論を聴くことができましたし、１月恒例の三遊亭兼好師匠の落語は聴く者を釘付けにしました。いずれも大勢の保

護者や地域の方に来ていただきました。また、協議会のメンバーが試験官となって模擬面接を実施、推薦入試の面接

練習ができました。このように、「開かれた学校づくり協議会」はいろいろな場面で生徒の健全育成に貢献してきまし

た。 

 保護者アンケートによると、「本校協議会がどのような活動をしているかご存知ですか」という問いに対して、肯定

的な回答が４４％でした。まだ半分までには達していないのは残念ですが、昨年度までの３０％台に比べると、活動

についての理解は向上したようです。さらに生徒や地域に活動を広め、本協議会の目標である「開かれた学校」にし

ていきたいと思いますので、さらなるご支援をお願いいたします。 

足立区立千寿青葉中学校 

開かれた学校づくり協議会 

協 議 会 だ よ り 
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花育の会～校外部   今年の花壇は千寿青葉中学校１５周年に合わせ１５をモチーフとしたデザインとなりました 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月～２月…草取り、公園清掃 

３月…液肥を与える 

  

土曜事業連携事業報告（連携：千寿桜小学校） 

5/27…球根採取・土起こ    6/25…苗植え付け 

7～8月…水やり・草取り  

11/4…種取り・土起こし 

11/26…球根およびビオラ植え付け 

 

 

        

（生徒ボランティア 26 名参加） 

 

 

5/27…球根採取、土起こし(生徒ボランティア 26 名参

加) 

 

 

      雨に濡れながらの作業 

 

 

 

 

 

6/21…苗植え付け（雨天の為生徒は中止） 

 

 

綺麗になりました 

（生徒ボランティア 17 名参加） 

 

 

 

 

 

 

 

11/4…花壇種取り、土起こし（生徒ボランティア 17 名

参加） 

 

 

        「美しいまち」は「安心なまち」 

11/26…球根、ビオラ植え付け 

 この日は千住警察署の方も参加して下さり一緒に球

根とビオラの植え付けを行いました。「防犯は美しい 

街づくりから」花育の会は足立区のビューティフル・

ウインドウズの活動にも協力しています。 

（生徒ボランティア 18 名参加） 

5/27…土おこし 

花壇のチュー

リップの球根を

掘り起こし色ご

とに選別し陰干

しを行い保管し

ました。 

6/25…植え付け 

 この日はあい

にくの雨で生徒

の参加は中止と

なりましたが、

苗の植え付けを

行いました。 

11/4…種取り 

 花壇の花か

ら種を採取し

た後に抜き取

り次回の球根

の植え付けに

備えて整地し

ました。 



                                

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

新春おもしろ落語～家庭教育部 

 

  講演の回を重ねるごとに参加者が増えてくる三遊亭兼好師匠による「新春おもしろ落語」が１月１３日(土)ランチ 

ルームで開催されました。参加者数は６５名。昨年よりも多くの椅子を準備していたのですが、売れっ子の兼好師匠 

の落語が無料で楽しめるということもあり、それでも足りなくなるほどの盛況ぶりでした。 

  兼好師匠の落語は風刺的なものを愉快に扱った噺から始まり古典落語へと続いて、その流れが絶妙でぐいぐいと落語

の世界に引き込まれていきます。さすが真打の落語家さんは違うなと関心させられます。落語はちょっと敷居が高いと

思われる方もいると思いますが、爆笑に包まれる会場の雰囲気をぜひ体験してみてください。 

 今回は弟弟子の三遊亭鯛好さんと兼好師匠の 

弟子のしゅりけんさんのお二人も来てくださり、 

とても贅沢な落語会となりました。まだ落語を 

始めたばかりという前座のしゅりけんさんは 

２０代の初々しさで女性のお客様から熱い声 

援を送られていました。昨年に引き続き来校 

された鯛好さんも昨年よりも一段と腕を上げ 

会場を盛り上げてくれました。若手の方の成    若手に見えないと自虐ネタの鯛好さん          女性に人気のしゅりけんさん 

長を身近に感じられるのも、「新春おもしろ 

落語」の楽しみのひとつではないでしょうか。来年は開催１５回目の節目を迎える年となります。 

皆様お誘い合わせのうえ、千寿青葉中学校までお越しください。 

 

朝のおはよう声かけ運動～朝礼講話 

 

  ２９年度最後の朝礼講話を１月１５日(月)に行いました。 

 今年度のトリを務めてくれたのは、校外部部長・第五代千寿青葉 

中学校ＰＴＡ会長の高安いずみさんでした。 

 朝礼講話では、地域の方・千寿青葉中学校に縁のある方から 

子どもたちに伝えていきたいことをお話してもらっています。 

 ご自身が感銘を受けた言葉や共感された出来事、これからの 

千寿青葉中学校の子どもたちに伝えていきたいことなどありま 

したらお知り合いの協議会委員か学校までお声かけください。 

 

 

 

 

 

 



 

 面 接 指 導 

 

  今年度は、足立区教育委員会より学校教育部学校適正配置担当課 学校適正配置担当 斉藤 進 様をお迎えし、

１月１３日(土)に開かれた学校づくり協議会委員による面接指導を行いました。 

事前に学校からいただいた項目を取り入れながら協議会委員が生徒に質問を出す質疑応答方式ですが、担当 

 する生徒や学校の情報は当日にならないとわからないので面接官になる協議会委員も実は面接を受ける生徒同 

 様とても緊張しています。時には、アドバイスとしてかなり厳しい意見を本人に伝えることもありますが、普 

段見慣れた先生方との面接とは違い、本番に近い雰囲気を体験することによって自身に足りなかったものなど 

に気づかされるのではないでしょうか。担当者が面接中に気になったことなどは記録として学校側に提出する 

ので、それを参考に連携のとれた指導が行うことができます。実践さながらの練習を繰り返すことで生徒に自 

信をもたせ、本番でも実力を発揮することが出来るのでしょう。その結果、千寿青葉中学校では今年の推薦入 

学試験合格者が約５０％という大きな数字にも現れていると思われます。 

 

 

                                                  

 

 
平成２９年度開かれた学校づくり協議会 保護者アンケート集計 

    

 
全校割合 

 
集計 303 人 

 
足立区立千寿青葉中学校 

開かれた学校づくり協議会への関心度について  ①はいで回答のあった年度別数値 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度  

A1 
あなたは千寿青葉中学校に開かれた学校づくり協議会（以下本校協議会）があ

ることを知っていますか。 
82.2 17.8 86.0 82.2 

A2 本校協議会がどのような活動をしているかご存知ですか 43.9 55.1 30.7 43.9 

A3 本校協議会が主催・共催した活動に家族（生徒含む）が参加したことはありますか 36.3 63.0 35.8 36.3 

A4 学校行事や協議会行事のポスターを目にしたことはありますか 54.5 45.2 52.9 54.5 

A5 学校行事や協議会行事の案内を目にしたことはありますか 69.0 30.7 67.2 69.0 

A6 本校協議会委員を 1人でもご存知ですか 36.0 63.0 35.5 36.0 

 

  １２月に行った保護者用アンケートの協議会についての項目を抜粋しました。 

開かれた学校づくり協議会自体の認知度は上がっていますが、行事参加者が増えているにもかかわらず所属 

している協議会委員が誰なのか、どんな活動をしているのかまでは、まだまだ認知されていないようです。 

今後は、学校ＨＰや協議会だよりなどで積極的に広報し認知度を上げていきたいと思います。 

  

 

 

 

平成２９年度足立区立千寿青葉中学校開かれた学校づくり協議会事業報告 

 

４月 協議会準備会・企画会    ５月 協議会/委嘱式     ６月 企画会・授業参観     

７月 地域懇談会・第５地区夏祭り・親子ｽﾎﾟｰﾂ大会       ８月 地域パトロール         

９月 企画会・親子ｽﾎﾟｰﾂ大会      １０月 授業公開・授業診断・協議会・講演会 

１１月 企画会・授業参観・避難訓練・青葉まつり     １２月 親子ｽﾎﾟｰﾂ大会      

１月 面接指導協力・「新春おもしろ落語」開催・授業診断    ２月 企画会・協議会        ３月 卒業式参列   

 


